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投票に行くことって大事なことなんだね！

　こんにちは、CEPT隊員のあすかです。
　皆さんは自分たちの生活をもっと良くしてほしいなと
思うことはありませんか。
　そんな想いや願いを私たちの代わりに国や地域で実現
してくれる人たちを選ぶこと、それが「選挙」です。
　これから、私とめいすいくんが、選挙についてナビゲー
トするよ。

若い世代が投票に行かないと、何か問題があるの？

　こんにちは、CEPT隊員のりゅうのすけです。
　立候補者の中には、人数が少なく投票に行かない若い
世代よりも、人数が多く投票に来てくれる他の世代を優
先した政策を掲げることで支持を得ようとする人もいま
す。
　そして当選後は、自分を選んでくれた他の世代が望む
政策を行おうとします。
　この結果、若い世代にとって生活しにくい世の中になっ
てしまうかも知れません。
　そうならないためにも、一人ひとりが投票に参加し、
若い世代の存在を世の中にアピールすることが一番の近
道なんだね。
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(平成21年の第45回衆議院議員総選挙の調査結果）

病気だった

用事があった

適当な候補者も政党もなかった
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大学での選挙啓発活動 選挙時の投票呼びかけ 街頭キャンペーンでの
投票呼びかけ

企画会議



×選挙学生

Q初めて投票に行ったきっかけ

Q投票したことで変化や実感したこと

Q同世代の若者が投票へいくようにするには？

★最後に…

　マニフェストなど予備知識がないと政治に興味が持てないので、政治について学べ
る場があるといいと思います。また、選挙があるときは、家族や友人と「どう思っている
か？」などと話すことで少しでも関心が持てると思います。子どものころから家庭で政
治の話をすることも大切だと感じます。両親から分かりやすく政治について教えてもら
うこともいいと思います。

　政権交代があったことで、自分の一票で政治が動くっていう実感がありました。
　また、投票して終わりではなく、その後どうなっていくのかが気になって新聞やニュ
ースをよく見るようになりました。まだよくわからないまま投票したので、どんなことを
しているのかきちんと「勉強してから選ぶ」という意識も必要だと感じました。これか
ら自分の一票に責任を持つ必要があると感じます。

　最初は両親に誘われて自然と行きました。自分の手で一票入れたいなっていう気持
ちもあったので。せっかく20歳になってもらえた権利だから使いたいです。
　実際に投票に行くと自分が大人になったっていう気持ちになれます。

　選挙はまず一回投票に行ってみることで社会に対する意識を持つことができます。
また、実際に選挙の現場を見て、候補者の方に会ってみると見方が変わったりもします。
　これから家族や友人など様々な人と気楽に政治などについて話せる場を作っていき
たいですね。

　20歳のみなさん!!
選挙は私たちの生活に
関係しているので、一票
を大切にしてこれから毎
回選挙に行こうね！

gakusei 
学生のリアルな声がつまった
　　　　　　　　　　フリートークバトル!!

　平成22年5月12日にCEPTが選挙啓発の一環として、福井大学の
文京キャンパスにおいて、県内の大学生と「くらしと選挙」というテー
マで語り合うフリートークをしました。
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山﨑　爽さん
(坂井市立高椋小学校５年 )

加藤　颯捺さん
(勝山市立中部中学校１年 )

寺元　未来さん
(福井県立福井商業高校２年 )

小学生の部 中学生の部 高等学校の部

「一票は　私にできる　意思表示」 福井市　石田　万葉さん

「捨てないで！　未来を決める　その一票」 福井市　中島　幸紀さん

「行ってこさ　今日の主役は　この一票」 越前市　北田　栄作さん



しています。


